
493　【論文公募のお知らせ】

【
論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
】

『
政
治
思
想
研
究
』
編
集
委
員
会
で
は
、
第
二
四
号
の
刊
行
（
二
〇
二
四

年
五
月
予
定
）
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ

に
掲
載
す
る
論
文
を
下
記
の
要
領
で
公
募
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を

期
待
し
ま
す
。

１　

投
稿
資
格

査
読
用
原
稿
の
提
出
の
時
点
で
、
本
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
原

則
と
し
て
修
士
号
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。た
だ
し
、『
政
治
思
想
研
究
』

本
号
に
公
募
論
文
も
し
く
は
依
頼
論
文
（
書
評
や
研
究
大
会
報
告
な
ど

は
除
く
）が
掲
載
さ
れ
た
者
は
、次
号
に
は
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

応
募
論
文

応
募
論
文
は
未
刊
行
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
他
者
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
た
め
に
発
表
し
た
も
の
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

３　

エ
ン
ト
リ
ー
手
続

応
募
希
望
者
は
、
二
〇
二
三
年
七
月
十
五
日
ま
で
に
、
編
集
委
員
会
宛

（jjpt2024@
gm

ail.com

）
に
、
①
応
募
論
文
の
タ
イ
ト
ル
（
仮
題
で

も
可
）、
②
執
筆
者
氏
名
、
③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
現
職
（
ま
た
は

在
学
先
）
を
知
ら
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ

て
こ
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な
い
場
合
で
も
、
下
記
の
締
切
ま
で
に
応

募
し
た
論
文
は
受
け
付
け
る
。

４　

審
査
用
原
稿
の
提
出

原
則
と
し
て
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出
す
る

こ
と
。

締
切　

二
〇
二
三
年
八
月
三
十
一
日

メ
ー
ル
の
「
件
名
」
に
、「
公
募
論
文
」
と
記
す
こ
と
。

次
の
二
つ
の
ア
ド
レ
ス
の
両
方
に
、
同
一
の
フ
ァ
イ
ル
を
送
付
す
る
こ

と
。jjpt2024@

gm
ail.com

　

m
noguchi@

law
.seikei.ac.jp

５　

提
出
す
る
も
の
：
フ
ァ
イ
ル
の
形
式
は
、
原
則
と
し
てW

ord

形
式
に

す
る
こ
と
。

（
１
）
論
文
（
審
査
用
原
稿
）

審
査
に
お
け
る
公
平
を
期
す
る
た
め
に
、
著
者
を
特
定
で
き
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
（「
拙
稿
」
な
ど
の
表
現
や
、
特
定
大
学
の
研
究
会

や
研
究
費
へ
の
言
及
を
避
け
る
こ
と
。
ま
た
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ

イ
ル
情
報
（
プ
ロ
パ
テ
ィ
欄
な
ど
）
の
中
に
、
作
成
者
名
な
ど
が
残
ら

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
）。

フ
ァ
イ
ル
名
に
は
、
論
文
の
題
名
を
つ
け
る
こ
と
。
題
名
が
十
五
文
字

を
超
え
る
場
合
に
は
、
簡
略
化
す
る
こ
と
（
フ
ァ
イ
ル
名
に
は
著
者
の

名
前
を
入
れ
な
い
こ
と
）。

例
：
「
社
会
契
約
説
の
理
論
史
的
な
ら
び
に
現
代
的
意
義
」
→
「
社
会

契
約
説
の
意
義.docx

」

（
２
）
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
の
Ａ
４
用
紙
一
枚
程
度
の
レ
ジ
ュ
メ

（
３
）
以
下
の
事
項
を
記
載
し
た
「
応
募
用
紙
」

（「
応
募
用
紙
」
は
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

が
、任
意
の
Ａ
４
用
紙
に
以
下
の
八
項
目
を
記
入
し
た
も
の
で
も
よ
い
）。
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①
応
募
論
文
の
タ
イ
ト
ル
、
②
執
筆
者
氏
名
、
③
連
絡
先
の
住
所
と
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
生
年
、
⑤
学
部
卒
業
年
（
西
暦
）
月
、
⑥
修
士
以

上
の
学
位
（
取
得
年
・
取
得
大
学
）
を
す
べ
て
、
⑦
現
職
（
ま
た
は
在

学
先
）、
⑧
主
要
業
績
（
五
点
以
内
。
書
誌
情
報
も
明
記
の
こ
と
）。

６　

審
査
用
原
稿
の
様
式

（
１
）
原
稿
の
様
式
は
、
一
行
四
〇
字
、
一
頁
三
〇
行
と
し
、
注
や
図
表

等
も
含
め
、
全
体
で
二
七
頁
以
内
と
す
る
（
論
文
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
除
く
。
ま
た
、
こ
の
様
式
に
お
い
て
、
字
数
は
、
改
行
や

章
・
節
の
変
更
に
と
も
な
う
余
白
も
含
め
、
三
万
二
四
〇
〇
字
以
内
と

な
る
）。
二
七
頁
を
超
え
た
論
文
は
受
理
し
な
い
。
な
お
、
欧
文
は
半

角
入
力
と
す
る
。

（
２
）
論
文
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
み
を
記
載
し
た
「
表
紙
」
を

付
け
る
こ
と
。「
表
紙
」
は
字
数
に
含
め
な
い
。

（
３
）
本
文
及
び
注
は
、
一
行
四
〇
字
、
一
頁
三
〇
行
で
、
な
る
べ
く
行

間
を
広
く
と
る
。
注
は
文
章
末
に
ま
と
め
る
。
横
組
み
で
も
縦
組
み
で

も
よ
い
が
、
Ａ
４
用
紙
へ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
想
定
し
て
作
成
す
る

こ
と
。
詳
し
く
は
「
執
筆
要
領
」
に
従
う
こ
と
。

（
４
）
図
や
表
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字

数
に
換
算
し
て
、
原
稿
に
明
記
す
る
こ
と
。
使
用
料
が
必
要
な
も
の
は

使
用
で
き
な
い
。
ま
た
印
刷
方
法
や
著
作
権
の
関
係
で
掲
載
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
。

７　

審
査

編
集
委
員
会
に
お
い
て
外
部
の
レ
フ
ェ
リ
ー
の
評
価
も
併
せ
て
審
査
し

た
上
で
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。
応
募
者
に
は
十
月
下
旬
頃
に
結
果

を
通
知
す
る
。
ま
た
編
集
委
員
会
が
原
稿
の
手
直
し
を
求
め
る
こ
と
も

あ
る
。

８　

最
終
原
稿

十
二
月
初
旬
に
提
出
す
る
。
編
集
委
員
会
か
ら
修
正
要
求
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
点
に

つ
い
て
は
、
大
幅
な
改
稿
は
認
め
な
い
。

９　

転
載

他
の
刊
行
物
に
転
載
す
る
場
合
は
、
予
め
編
集
委
員
会
に
転
載
許
可
を

求
め
、
初
出
が
本
誌
で
あ
る
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。

10　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
原
則
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公

開
さ
れ
る
。

以
上

【
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
】

本
賞
は
『
政
治
思
想
研
究
』
に
掲
載
を
認
め
ら
れ
た
応
募
論
文
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・ 

た
だ
し
、
応
募
時
点
で
政
治
思
想
に
関
す
る
研
究
歴
が
一
五
年
程
度
ま

で
の
政
治
思
想
学
会
会
員
に
限
る
。

・ 
受
賞
は
一
回
限
り
と
す
る
。

・ 

受
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
金
（
金
五
万
円
）
を
授
与
す
る
。

・ 

政
治
思
想
学
会
懇
親
会
で
受
賞
者
の
紹
介
を
お
こ
な
い
、
そ
の
場
に
本

人
が
出
席
し
て
い
る
場
合
は
、
挨
拶
を
し
て
も
ら
う
。



495　【執筆要領】

【
執
筆
要
領
】

１　

入
稿
はW

ord

形
式
の
フ
ァ
イ
ル
で
行
う
こ
と
。
た
だ
し
特
殊
な
ソ
フ

ト
を
使
用
し
て
い
る
た
め
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
な
け
れ
ば
不
都
合
が
生
じ
る
場

合
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
も
認
め
る
。

２　

見
出
し
は
、
大
見
出
し
（
漢
数
字
一
、二
…
…
）、
中
見
出
し
（
ア
ラ
ビ

ア
数
字
１
、２
…
…
）、
小
見
出
し
（

（1）
、

（2）
…
…
）
を
用
い
、
必
要
な
場

合
に
は
さ
ら
に
小
さ
な
見
出
し
（
ｉ
、
ii
…
…
）
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
章
、
節
、
項
な
ど
は
使
わ
な
い
こ
と
。

３　

注
は
、
文
末
に
（
１
）、（
２
）
…
…
と
付
す
。

４　

引
用
・
参
考
文
献
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
す
こ
と
。

①
洋
書
単
行
本
の
場
合

著
者
名
、タ
イ
ト
ル
（
イ
タ
リ
ッ
ク
）、出
版
社
、発
行
年
、を
明
記
す
る
。

な
お
、
邦
訳
書
を
併
記
す
る
場
合
は
、
カ
ッ
コ
を
付
し
て
③
の
要
領
で

示
す
。

（
例
） Haberm

as, J., Legitim
ationsproblem

e im
 Spätkapitalism

us, 
Suhrkam

p, 1973

（
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
後
期
資
本
主

義
に
お
け
る
正
統
化
の
問
題
』
山
田
正
行
・
金
慧
訳
、
岩
波
文
庫
、

二
〇
一
八
年
）.

②
洋
雑
誌
掲
載
論
文
の
場
合

著
者
名
、
タ
イ
ト
ル
、
掲
載
誌
（
誌
名
イ
タ
リ
ッ
ク
、
お
よ
び
巻
・
号

等
）、
発
行
年
、
を
明
記
す
る
。

（
例
）Tokei, F., “Lukács and H

ungarian Culture ”, in T
he N

ew
 

H
ungarian Q

uarterly, vol. 13, no. 47, 1972.

＊
編
著
掲
載
論
文
等
の
場
合
も
、
同
様
に
示
す
（
編
著
の
示
し
方
は
①

に
準
じ
る
）。

（
例
）Pocock, J. G. A

., “T
heory in H

istory: Problem
s of Context 

and N
arrative ”, in T

he O
xford H

andbook of P
olitical 

T
heory, 

（eds.

） J. S. D
ryzek et al., O

xford U
niversity 

Press, 2006.

③
和
書
単
行
本
の
場
合

著
者
名
お
よ
び
タ
イ
ト
ル
（『　

』）、出
版
社
、発
行
年
、を
明
記
す
る
。

（
例
）
丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
増
補
版
、
未
來
社
、

一
九
六
四
年

④
和
雑
誌
掲
載
論
文
の
場
合

著
者
名
お
よ
び
タ
イ
ト
ル
（「　

」）、掲
載
誌
（
誌
名
『　

』、お
よ
び
巻
・

号
等
）、
発
行
年
、
を
明
記
す
る
。

（
例
）
坂
本
慶
一
「
プ
ル
ー
ド
ン
の
地
域
主
義
思
想
」、『
現
代
思
想
』
第

五
巻
第
八
号
、
一
九
七
七
年

＊
編
著
和
書
掲
載
論
文
等
の
場
合
も
、
同
様
に
示
す
（
編
著
の
示
し
方

は
③
に
準
じ
る
）。

（
例
）
福
田
有
広
「
共
和
主
義
」、『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
学
』
福
田
有

広
・
谷
口
将
紀
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年

５　

引
用
・
参
考
文
献
と
し
て
欧
文
文
献
を
示
す
場
合
を
除
い
て
、
原
則
と

し
て
数
字
は
漢
数
字
を
使
う
。

６　
「
、」
や
「
。」、ま
た
「　

」（　

）
等
の
括
弧
類
は
全
角
の
も
の
を
使
う
。

７　

校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、
不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、
校
正
段
階
で

の
新
た
な
加
筆
・
訂
正
は
認
め
な
い
。
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８　
『
政
治
思
想
研
究
』
は
縦
組
み
で
あ
る
が
、
本
要
領
を
遵
守
し
て
い
れ
ば

横
組
み
入
力
で
も
差
し
支
え
な
い
。

９　
「
書
評
」
お
よ
び
「
学
会
研
究
大
会
報
告
」
は
、
一
ペ
ー
ジ
の
字
数
が

二
九
字
×
二
四
行
×
二
段
（
す
な
わ
ち
二
九
字
×
四
八
行
）
と
い
う
定
型

を
採
用
す
る
の
で
、
二
九
字
×
○
行
と
い
う
体
裁
で
入
力
す
る
。

10　

そ
の
他
、
形
式
面
に
つ
い
て
は
第
六
号
以
降
の
方
式
を
踏
襲
す
る
。




